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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成27年11月26日(2015.11.26)

【公表番号】特表2013-533735(P2013-533735A)
【公表日】平成25年8月29日(2013.8.29)
【年通号数】公開・登録公報2013-046
【出願番号】特願2013-512064(P2013-512064)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/13     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ   7/64     (2006.01)
   Ｃ１０Ｌ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 101/04     (2006.01)
   Ｃ１１Ｃ   3/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    1/13     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｐ    7/64     　　　　
   Ｃ１０Ｌ    1/02     　　　　
   Ｃ１０Ｍ  101/04     　　　　
   Ｃ１１Ｃ    3/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年10月7日(2015.10.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外来核酸を含む微細藻類細胞であって、該外来核酸は、（ａ）ケトアシル－ＡＣＰ合成
酵素をコードするか、または（ｂ）内在性ケトアシル－ＡＣＰ合成酵素を破壊するか、も
しくはその発現を下方調節し、該微細藻類細胞は、プロトテカ（Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ）
属の細胞である、微細藻類細胞。
【請求項２】
　アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ、スクロースインベルターゼ、またはその両方をコー
ドする１または１より多くの外来核酸を更に含む、請求項１に記載の細胞。
【請求項３】
　内在性デサチュラーゼを破壊するか、又はその発現を下方調節する外来核酸を更に含む
、請求項１または２に記載の細胞。
【請求項４】
　前記内在性デサチュラーゼが、ステアロイルＡＣＰデサチュラーゼおよびデルタ１２脂
肪酸デサチュラーゼからなる群から選択される、請求項３に記載の細胞。
【請求項５】
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　前記１または１より多くの外来核酸が、
ウンベルラリア・カリフォルニカ（Ｕｍｂｅｌｌｕｌａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ
）の脂肪族アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２０３または２８５）；シナモマ
ム・カンフォラ（Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ　ｃａｍｐｈｏｒａ）の脂肪族アシル－ＡＣＰチ
オエステラーゼ（２０１０年２月９日に登録されたＧｅｎＢａｎｋ＃Ｑ３９４７３）；ウ
ンベルラリア・カリフォルニカ（Ｕｍｂｅｌｌｕｌａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ）
の脂肪族アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（２０１０年２月９日に登録されたＧｅｎＢａ
ｎｋ＃Ｑ４１６３５）；ミリスティカ・フラグランス（Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒ
ａｎｓ）の脂肪族アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２２４または２２２）；エ
ラエイス・ギネンシス（Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ）の脂肪族アシル－ＡＣＰ
チオエステラーゼ（配列番号２０４または２０１０年３月１１日に登録されたＧｅｎＢａ
ｎｋ＃ＡＡＤ４２２２０）；ポプラス・トメントサ（Ｐｏｐｕｌｕｓ　ｔｏｍｅｎｔｏｓ
ａ）の脂肪族アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２０７）；アラビドプシス・サ
リアナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステ
ラーゼ（配列番号２０８、２０９または２１０）；ゴシピウム・ヒルスツム（Ｇｏｓｓｙ
ｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２１１
）；クフェア・ランセオラタ（Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ）の脂肪アシル－Ａ
ＣＰチオエステラーゼ（配列番号２１２）；クフェア・フッケリアナ（Ｃｕｐｈｅａ　ｈ
ｏｏｋｅｒｉａｎａ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２０２または１
９７）；クフェア・カロフィラ亜種メソステモン（Ｃｕｐｈｅａ　ｃａｌｏｐｈｙｌｌａ
　ｓｕｂｓｐ．　ｍｅｓｏｓｔｅｍｏｎ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列
番号２１３）；クフェア・ランセオラタ（Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ）の脂肪
アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ（２００６年１１月１５日に登録されたＧｅｎＢａｎ
ｋ＃ＣＡＣ１９９３３）；エラエイス・ギネンシス（Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉ
ｓ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２０６）；ゴシピウム・ヒルスツ
ム（Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（
配列番号２１４）；ヴィティス・ヴィニフェラ（Ｖｉｔｉｓ　ｖｉｎｉｆｅｒａ）の脂肪
アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２１５）；ガルシニア・マンゴスタナ（Ｇａ
ｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇｏｓｔａｎａ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（２００
９年１１月３０日に登録されたＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＡＢ５１５２５）；ブラシカ・ジュン
セア（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｊｕｎｃｅａ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列
番号２１６）；マフア・ロンギフォリア（Ｍａｄｈｕｃａ　ｌｏｎｇｉｆｏｌｉａ）の脂
肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２１７）；ブラシカ・ナプス（Ｂｒａｓｓ
ｉｃａ　ｎａｐｕｓ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（２００６年８月１５日に
登録されたＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＢＨ１１７１０）；オリザ・サティバ（Ｏｒｙｚａ　ｓａ
ｔｉｖａ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（配列番号２１８、２１９または２２
０）；クフェア・フッケリアナ（Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ）の脂肪アシル－
ＡＣＰチオエステラーゼ（２０１０年２月９日に登録されたＧｅｎＢａｎｋ＃Ｑ３９５１
３または２００９年１１月３０日に登録されたＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＡＣ４９２６９）；ウ
ルムス・アメリカナ（Ｕｌｍｕｓ　Ａｍｅｒｉｃａｎａ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエス
テラーゼ（２００９年１１月３０日に登録されたＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＡＢ７１７３１）；
クフェア・ランセオラタ（Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ）の脂肪アシル－ＡＣＰ
チオエステラーゼ（配列番号２２１）；クフェア・パルストリス（Ｃｕｐｈｅａ　ｐａｌ
ｕｓｔｒｉｓ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（２００９年１１月３０日に登録
されたＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＡＣ４９１８０）；イリス・ゲルマニカ（Ｉｒｉｓ　ｇｅｒｍ
ａｎｉｃａ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（２０１０年３月１１日に登録され
たＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＡＧ４３８５８または２０１０年３月１１日に登録されたＧｅｎＢ
ａｎｋ＃ＡＡＧ４３８５８．１）；クフェア・パルストリス（Ｃｕｐｈｅａ　ｐａｌｕｓ
ｔｒｉｓ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（２００９年１１月３０日に登録され
たＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＡＣ４９１７９）；ミリスティカ・フラグランス（Ｍｙｒｉｓｔｉ
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ｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（２００９年１１月３
０日に登録されたＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＡＢ７１７２９または２００９年１１月３０日に登
録されたＧｅｎＢａｎｋ＃ＡＡＢ７１７２９．１）；クフェア・ライティー（Ｃｕｐｈｅ
ａ　ｗｒｉｇｈｔｉｉ）の脂肪族アシル－ＡＣＯＰチオエステラーゼ（配列番号１８３）
；リシナス・コムニス（Ｒｉｃｉｎｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ）の脂肪アシル－ＡＣＰチオ
エステラーゼ（配列番号１９８）、及びこれらの組み合わせからなる群から選択されるア
シルＡＣＰチオエステラーゼをコードする、請求項２に記載の細胞。
【請求項６】
　前記１または１より多くの外来核酸が、カルタムス・ティンクトラス（Ｃａｒｔｈａｍ
ｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｕｓ）のチオエステラーゼ遺伝子（配列番号２６３）、エラエイス
・ギネンシス（Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｉｅｎｓｉｓ）のチオエステラーゼ遺伝子（配列
番号２６１）、クフェア・フッケリアナ（Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ）のチオ
エステラーゼ遺伝子（配列番号９４、２４４または２５９）、又はブラシカ・ナプス（Ｂ
ｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ）のチオエステラーゼ遺伝子（配列番号２５５）を含む、請
求項２に記載の細胞。
【請求項７】
　前記外来核酸が、クフェア・フッケリアナ（Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ）の
ＫＡＳ　ＩＶ遺伝子（配列番号２４６）及びクフェア・ライティー（Ｃｕｐｈｅａ　ｗｒ
ｉｇｈｔｉｉ）のＦＡＴＢ２遺伝子（配列番号２７８）を含む、請求項２に記載の細胞。
【請求項８】
　前記外来核酸が、内在性ＫＡＳ　ＩＩ遺伝子を破壊するように設計された構築物を含む
、請求項１に記載の細胞。
【請求項９】
　前記外来核酸が、クフェア・ライティー（Ｃｕｐｈｅａ　ｗｒｉｇｈｔｉｉ）のＦＡＴ
Ｂ２遺伝子（配列番号２７８）と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するように設計され
た構築物との組み合わせを含む、請求項３に記載の細胞。
【請求項１０】
　前記外来核酸が、ウンベルラリア・カリフォルニカ（Ｕ．ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ）の
チオエステラーゼ遺伝子（配列番号９２、２５１または２８５）と、内在するＳＡＤ２Ｂ
遺伝子を破壊するよう設計された構築物との組み合わせを含む、請求項３に記載の細胞。
【請求項１１】
　前記外来核酸が、ガルシニア・マンゴスタナ（Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇｏｓｔａｎ
ａ）のチオエステラーゼ遺伝子（配列番号２５３）と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊
するように設計された構築物との組み合わせを含む、請求項３に記載の細胞。
【請求項１２】
　前記外来核酸が、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するよう設計された、ウルムス・ア
メリカナ（Ｕ．ａｍｅｒｉｃａｎａ）のチオエステラーゼ遺伝子（配列番号９３、２７５
）を含む、請求項３に記載の細胞。
【請求項１３】
　前記細胞が、プロトテカ・ウィッケルハミイ（Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｗｉｃｋｅｒｈ
ａｍｉｉ）、プロトテカ・スタグノラ（Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｓｔａｇｎｏｒａ）、プ
ロトテカ・ポルトリセンシス（Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｐｏｒｔｏｒｉｃｅｎｓｉｓ）、
プロトテカ・モリフォルミス（Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ）、および
プロトテカ・ゾフィー（Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｚｏｐｆｉｉ）からなる群より選択され
る細胞である、請求項１～１２のいずれか１項に記載の細胞。
【請求項１４】
　前記細胞が、プロトテカ・モリフォルミス（Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍ
ｉｓ）種の細胞である、請求項１３に記載の細胞。
【請求項１５】
　前記外来核酸が、プロトテカ（Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ）での発現に対してコドンを最適
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化されている、請求項１～１４のいずれか１項に記載の細胞。
【請求項１６】
　微細藻類トリグリセリド油組成物を製造する方法であって、本方法には
　ａ．培養培地中で、請求項１～１５のいずれか１項に記載の微細藻類細胞の集団を培養
すること、及び
　ｂ．該微細藻類細胞から該微細藻類トリグリセリド油組成物を単離すること
が工程として含まれる、方法。
【請求項１７】
　油を基本とする産物を製造する方法であって、本方法には
　　ａ．請求項１６に記載の前記微細藻類トリグリセリド油組成物に対し、鹸化；メタセ
シス；酸加水分解；アルカリ加水分解；酵素加水分解；触媒的加水分解；加圧熱水による
加水分解；脂質がグリセロールと脂肪酸に分解される触媒的加水分解反応；脂肪族窒素化
合物が生成されるアミノ化反応；一塩基性及び二塩基性酸が生成されるオゾン分解反応；
酵素分解及び加圧分解からなる群から選択されるトリグリセリド分解反応；加水分解反応
の後の縮合反応；水素化処理反応；水素化処理反応と脱酸素反応、又は水素化処理反応の
前若しくは水素化処理反応と同時の縮合反応；ガス除去反応；水素化分解反応、水素化、
水素化－水素化分解の連続反応、水素化分解－水素化の連続反応及び水素化－水素化分解
反応の組み合わせからなる群から選択される脱酸素反応；脱酸素反応の後の縮合反応；エ
ステル化反応；インターエステル化反応；トランスエステル化反応；ヒドロキシル化反応
；及びヒドロキシル化反応の後の縮合反応；
からなる群から選択される少なくとも１つの化学反応を施すこと；及び
　　ｂ．前記反応の産物を単離すること
が工程として含まれる、製造方法。
【請求項１８】
　前記の油を基本とする産物が、石鹸、燃料、電解液、作動油、可塑剤、潤滑剤、伝熱流
体、及び金属作動流体からなる群から選択される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記の油を基本とする産物が、バイオディーゼル、再生可能ディーゼル、及びジェット
燃料からなる群から選択される燃料製品である、請求項１７に記載の方法。
 
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　トリグリセリド油を含む油産生微生物細胞であって、前記トリグリセリド油の前記脂肪
酸プロフィールが、少なくとも約１％のＣ８：０、少なくとも約１％のＣ１０：０、少な
くとも約１％のＣ１２：０、少なくとも約２％のＣ１４：０、少なくとも約３０％のＣ１
６：０、少なくとも約５％のＣ１８：０、少なくとも約６０％のＣ１８：１、約７％未満
のＣ１８：２及び少なくとも約３５％の飽和脂肪酸からなる群から選択される、油産生微
生物細胞。
（項目２）
　前記油産生微生物細胞が外来遺伝子を含み、任意に、前記油産生微生物細胞の内在性デ
サチュラーゼが不活性化であるか、又はより弱い酵素活性を有するように変異した、項目
１に記載の油産生微生物細胞。
（項目３）
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　前記トリグリセリド油の脂肪酸プロフィールが、天然に存在する油のトリグリセリドプ
ロフィールに類似している、項目２に記載の油産生微生物細胞。
（項目４）
　前記天然に存在する油が、カカオバター、ココナツ油、パーム油、パーム核油、シアバ
ター牛脂及びラードからなる群から選択される、項目３に記載の油産生微生物細胞。
（項目５）
　前記トリグリセリド油の脂肪酸プロフィールが、Ｃ８：０とＣ１０：０の総合計量が少
なくとも約１０％であること、Ｃ１０：０とＣ１２：及びＣ１４：０の総合計量が少なく
とも約５０％であること、Ｃ１６：０とＣ１８：０とＣ１８：１の総合計量が少なくとも
約６０％であること、Ｃ１８：０とＣ１８：１とＣ１８：２の総合計量が少なくとも約６
０％であること、Ｃ１４：０とＣ１６：０とＣ１８：０とＣ１８：１の総合計量が少なく
とも約６０％であり、及びＣ１８：１とＣ１８：２の総合計量が約３０％未満であること
からなる群から選択されるプロフィールを含む、項目２に記載の油産生微生物細胞。
（項目６）
　前記トリグリセリド油の脂肪酸プロフィールが、Ｃ８：０とＣ１０：０の比は少なくと
も約５：１、Ｃ１０：０とＣ１２：０の比は少なくとも約６：１、Ｃ１２：０とＣ１４：
０の比は少なくとも約５：１、Ｃ１４：０とＣ１２：０の比は少なくとも約７：１、及び
Ｃ１４：０とＣ１６：０の比は少なくとも約１：２からなる群から選択される脂肪酸比を
含む、項目１に記載の油産生微生物細胞。
（項目７）
　前記内在性デサチュラーゼが、ステアロイルＡＣＰデサチュラーゼおよびデルタ１２脂
肪酸デサチュラーゼからなる群から選択される、項目２に記載の油産生微生物細胞。
（項目８）
　前記外来遺伝子が、アシル－ＡＣＰチオエステラーゼをコードする遺伝子からなる群か
ら選択される、項目７に記載の油産生微生物細胞。
（項目９）
　前記外来遺伝子が、Ｕｍｂｅｌｌｕｌａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａの脂肪族－Ａ
ＣＰチオエステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９００１）；　Ｃｉｎｎａｍｏ
ｍｕｍ　ｃａｍｐｈｏｒａ　の脂肪族－ＡＣＰチオエステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番
号Ｑ３９４７３）；Ｕｍｂｅｌｌｕｌａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａの脂肪族アシル
－ＡＣＰチオエステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｑ４１６３５）；Ｍｙｒｉｓｔｉｃ
ａ　ｆｒａｇｒａｎｓの脂肪族アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番
号ＡＡＢ７１７２９）；Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓの脂肪族アシル－ＡＣＰ
チオエステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７３０）；Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉ
ｎｅｅｎｓｉｓの脂肪族アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢ
Ｄ８３９３９）；Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓの脂肪族アシル－ＡＣＰ　チオエ
ステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＤ４２２２０）；Ｐｏｐｕｌｕｓ　ｔｏｍｅｎ
ｔｏｓａの脂肪族アシル－ＡＣＰチオエステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＣ４７
３１１）；Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエス
テラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＮＰ＿１７２３２７）；Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　
ｔｈａｌｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号
ＣＡＡ８５３８７）；Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ
　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＡ８５３８８）；　Ｇｏｓｓｙｐｉ
ｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄
託番号Ｑ９ＳＱＩ３）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チ
オエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＡ５４０６０）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏ
ｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ａ
ＡＣ７２８８２）；Ｃｕｐｈｅａ　ｃａｌｏｐｈｙｌｌａ　ｓｕｂｓｐ．　ｍｅｓｏｓｔ
ｅｍｏｎ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＢ７
１５８１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラ
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ーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＣ１９９３３）；Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓ
ｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＬ１５６
４５）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ
　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｑ３９５１３）；Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ　
脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ　寄託番号ＡＡＤ０１９８２
）；Ｖｉｔｉｓ　ｖｉｎｉｆｅｒａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅｎ
Ｂａｎｋ　寄託番号ＣＡＮ８１８１９）；Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇｏｓｔａｎａ　脂
肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ５１５２５）；
Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｊｕｎｃｅａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢ
ａｎｋ寄託番号ＡＢＩ１８９８６）；Ｍａｄｈｕｃａ　ｌｏｎｇｉｆｏｌｉａ　脂肪アシ
ル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＸ５１６３７）；Ｂｒａ
ｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄
託番号ＡＢＨ１１７１０）；Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ（インディカ品種群）　脂肪アシ
ル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＥＡＹ８６８７７）；Ｏｒｙ
ｚａ　ｓａｔｉｖａ（ジャポニカ品種群）　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（
ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＮＰ＿００１０６８４００）；Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ（イン
ディカ品種群）　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｅ
ＡＹ９９６１７）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエ
ステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９２６９）；Ｕｌｍｕｓ　Ａｍｅｒｉｃ
ａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１
７３１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラー
ゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＢ６０８３０）；Ｃｕｐｈｅａ　ｐａｌｕｓｔｒｉｓ
　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９１８０
）；Ｉｒｉｓ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅｎ
Ｂａｎｋ寄託番号ＡＡＧ４３８５８）；Ｉｒｉｓ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ　脂肪アシル－Ａ
ＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＧ４３８５８．１）；Ｃｕｐｈ
ｅａ　ｐａｌｕｓｔｒｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ
寄託番号ＡＡＣ４９１７９）；Ｍｙｒｉｓｔｉｃａｆｒａｇｒａｎｓ　脂肪アシル－ＡＣ
Ｐ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７２９）；Ｍｙｒｉｓｔｉ
ｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄
託番号ＡＡＢ７１７２９１．１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－
ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｕ３９８３４）；Ｕｍｂｅｌｌｕ
ａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅｎ
Ｂａｎｋ寄託番号Ｍ９４１５９）；Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ　ｃａｍｐｈｏｒａ　脂肪アシ
ル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｕ３１８１３）；Ｃｕｐｈｅ
ａ　ｗｒｉｇｈｔｉｉの脂肪族アシル－ＡＣＯＰチオエステラーゼ（ＧｅｎＢａｎｋ寄託
番号Ｕ５６１０３）；及びＲｉｃｉｎｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チ
オエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＳ３０４２２）からなる群から選択され
るアシルＡＣＰチオエステラーゼをコードする、項目８に記載の油産生微生物細胞。
（項目１０）
　前記油産生微生物細胞が、スクロースインベルターゼをコードする遺伝子を更に含む、
項目２に記載の油産生微生物細胞。
（項目１１）
　前記油産生微生物細胞が、Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ、Ａｇｍｅｎ
ｅｌｌｕｍ、Ａｍｐｈｉｐｒｏｒａ　ｈｙａｌｉｎｅ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆ
ｏｒｍｉｓ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｌｉｎｅａ、Ａｍｐｈｏｒａ
　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｐｕｎｃｔａｔａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒ
ｍｉｓ　ｔａｙｌｏｒｉ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｔｅｎｕｉｓ、
Ａｍｐｈｏｒａ　ｄｅｌｉｃａｔｉｓｓｉｍａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｄｅｌｉｃａｔｉｓｓ
ｉｍａ　ｃａｐｉｔａｔａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｓｐ．、Ａｎａｂａｅｎａ、Ａｎｋｉｓｔ
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ｒｏｄｅｓｍｕｓ、Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓ　ｆａｌｃａｔｕｓ、Ｂｏｅｋｅｌｏ
ｖｉａ　ｈｏｏｇｌａｎｄｉｉ、Ｂｏｒｏｄｉｎｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｂｏｔｒｙｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｂｒａｕｎｉｉ、Ｂｏｔｒｙｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｕｄｅｔｉｃｕｓ、Ｃａｒｔｅ
ｒｉａ、Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ、Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｍｕｅ
ｌｌｅｒｉ、Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｍｕｅｌｌｅｒｉ　ｓｕｂｓａｌｓｕｍ、Ｃｈａ
ｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ａｎｉｔｒａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌ
ａ　Ａｎｔａｒｃｔｉｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ａｕｒｅｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏ
ｒｅｌｌａ　ｃａｎｄｉｄａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｃａｐｓｕｌａｔｅ、Ｃｈｌｏｒｅ
ｌｌａ　ｄｅｓｉｃｃａｔｅ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄｅａ、Ｃｈｌｏ
ｒｅｌｌａ　ｅｍｅｒｓｏｎｉｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌ
ａ　ｆｕｓｃａ　ｖａｒ．　ｖａｃｕｏｌａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｇｌｕｃｏｔｒ
ｏｐｈａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕｓｉｏｎｕｍ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕ
ｓｉｏｎｕｍ　ｖａｒ．　ａｃｔｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕｓｉｏｎ
ｕｍ　ｖａｒ．　ａｕｘｅｎｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｋｅｓｓｌｅｒｉ、Ｃ
ｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｏｂｏｐｈｏｒａ（ｓｔｒａｉｎ　ＳＡＧ３７．８８）、Ｃｈｌｏ
ｒｅｌｌａ　ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄｉ
ｓ　ｖａｒ．　ａｕｒｅｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄ
ｉｓ　ｖａｒ．　ｌｕｔｅｓｃｅｎｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｍｉｎｉａｔａ、Ｃｈｌｏ
ｒｅｌｌａ　ｍｉｎｕｔｉｓｓｉｍａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｍｕｔａｂｉｌｉｓ、Ｃｈ
ｌｏｒｅｌｌａ　ｎｏｃｔｕｒｎａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐａｒｖａ、Ｃｈｌｏｒｅｌ
ｌａ　ｐｈｏｔｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｒｉｎｇｓｈｅｉｍｉｉ、Ｃｈｌ
ｏｒｅｌｌａ　ｐｒｏｔｏｔｈｅｃｏｉｄｅｓ（任意のＵＴＥＸ株１８０６、４１１、２
６４、２５６、２５５、２５０、２４９、３１、２９、２５、並びにＣＣＡＰ株２１１／
１７及び２１１／８ｄを含む）、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｒｏｔｏｔｈｅｃｏｉｄｅｓ　
ｖａｒ．　ａｃｉｄｉｃｏｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｇｕｌａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒ
ｅｌｌａ　ｒｅｇｕｌａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｍｉｎｉｍａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｇ
ｕｌａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｕｍｂｒｉｃａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｉｓｉｇｌｉ
ｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓａｃｃｈａｒｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓａｃｃ
ｈａｒｏｐｈｉｌａ　ｖａｒ．　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄｅａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓａｌ
ｉｎａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｉｍｐｌｅｘ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｏｒｏｋｉｎｉ
ａｎａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｐｈａｅｒｉｃａ、Ｃｈ
ｌｏｒｅｌｌａ　ｓｔｉｇｍａｔｏｐｈｏｒａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖａｎｎｉｅｌｌ
ｉｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ
、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｆ．　ｔｅｒｔｉａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　
ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ａｕｔｏｔｒｏｐｈｉｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌ
ｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａ
ｒ．　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖｕｌｇ
ａｒｉｓ　ｆ．　ｔｅｒｔｉａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖ
ｕｌｇａｒｉｓ　ｆ．　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｘａｎｔｈｅｌｌａ、Ｃ
ｈｌｏｒｅｌｌａ　ｚｏｆｉｎｇｉｅｎｓｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｔｒｅｂｏｕｘｉ
ｏｉｄｅｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｏｃｏｃｃｕｍ　ｉｎ
ｆｕｓｉｏｎｕｍ、Ｃｈｌｏｒｏｃｏｃｃｕｍ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｏｇｏｎｉｕｍ、Ｃ
ｈｒｏｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｃｈｒｙｓｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐ．、Ｃｒｉｃｏｓｐｈ
ａｅｒａ　ｓｐ．、Ｃｒｙｐｔｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａ　ｃｒｙｐ
ｔｉｃａ、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａ　ｍｅｎｅｇｈｉｎｉａｎａ、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａ　
ｓｐ．、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｂａｒｄａｗｉｌ、Ｄ
ｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｂｉｏｃｕｌａｔａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｇｒａｎｕｌａｔｅ
、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｍａｒｉｔｉｍｅ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｍｉｎｕｔａ、Ｄ
ｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｐａｒｖａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｐｅｉｒｃｅｉ、Ｄｕｎａｌ
ｉｅｌｌａ　ｐｒｉｍｏｌｅｃｔａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｓａｌｉｎａ、Ｄｕｎａｌ
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ｉｅｌｌａ　ｔｅｒｒｉｃｏｌａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｔｅｒｔｉｏｌｅｃｔａ、Ｄ
ｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｔｅｒｔｉｏｌｅｃｔａ
、Ｅｒｅｍｏｓｐｈａｅｒａ　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｅｒｅｍｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐ．、Ｅ
ｌｌｉｐｓｏｉｄｏｎ　ｓｐ．、Ｅｕｇｌｅｎａ、Ｆｒａｎｃｅｉａ　ｓｐ．、Ｆｒａｇ
ｉｌａｒｉａ　ｃｒｏｔｏｎｅｎｓｉｓ、Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　ｓｐ．、Ｇｌｅｏｃａ
ｐｓａ　ｓｐ．、Ｇｌｏｅｏｔｈａｍｎｉｏｎ　ｓｐ．、Ｈｙｍｅｎｏｍｏｎａｓ　ｓｐ
．、Ｉｓｏｃｈｒｙｓｉｓ　ａｆｆ．　ｇａｌｂａｎａ、Ｉｓｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｇａｌ
ｂａｎａ、Ｌｅｐｏｃｉｎｃｌｉｓ、Ｍｉｃｒａｃｔｉｎｉｕｍ、Ｍｉｃｒａｃｔｉｎｉ
ｕｍ（ＵＴＥＸ　ＬＢ２６１４）、Ｍｏｎｏｒａｐｈｉｄｉｕｍ　ｍｉｎｕｔｕｍ、Ｍｏ
ｎｏｒａｐｈｉｄｉｕｍ　ｓｐ．、Ｎａｎｎｏｃｈｌｏｒｉｓ　ｓｐ．、Ｎａｎｎｏｃｈ
ｌｏｒｏｐｓｉｓ　ｓａｌｉｎａ、Ｎａｎｎｏｃｈｌｏｒｏｐｓｉｓ　ｓｐ．、Ｎａｖｉ
ｃｕｌａ　ａｃｃｅｐｔａｔａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｂｉｓｋａｎｔｅｒａｅ、Ｎａｖｉ
ｃｕｌａ　ｐｓｅｕｄｏｔｅｎｅｌｌｏｉｄｅｓ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｐｅｌｌｉｃｕｌ
ｏｓａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｓａｐｒｏｐｈｉｌａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｓｐ．、Ｎｅｐ
ｈｒｏｃｈｌｏｒｉｓ　ｓｐ．、Ｎｅｐｈｒｏｓｅｌｍｉｓ　ｓｐ．、Ｎｉｔｓｃｈｉａ
　ｃｏｍｍｕｎｉｓ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ａｌｅｘａｎｄｒｉｎａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉ
ａ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｄｉｓｓｉｐａｔａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ
　ｆｒｕｓｔｕｌｕｍ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｈａｎｔｚｓｃｈｉａｎａ、Ｎｉｔｚｓｃ
ｈｉａ　ｉｎｃｏｎｓｐｉｃｕａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ、Ｎｉｔ
ｚｓｃｈｉａ　ｍｉｃｒｏｃｅｐｈａｌａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｐｕｓｉｌｌａ、Ｎｉ
ｔｚｓｃｈｉａ　ｐｕｓｉｌｌａ　ｅｌｌｉｐｔｉｃａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｐｕｓｉ
ｌｌａ　ｍｏｎｏｅｎｓｉｓ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｑｕａｄｒａｎｇｕｌａｒ、Ｎｉｔ
ｚｓｃｈｉａ　ｓｐ．、Ｏｃｈｒｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｏｏｃｙｓｔｉｓ　ｐａｒｖａ
、Ｏｏｃｙｓｔｉｓ　ｐｕｓｉｌｌａ、Ｏｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐ．、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏ
ｒｉａ　ｌｉｍｎｅｔｉｃａ、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａ　ｓｐ．、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏ
ｒｉａ　ｓｕｂｂｒｅｖｉｓ、Ｐａｓｃｈｅｒｉａ　ａｃｉｄｏｐｈｉｌａ、Ｐａｖｌｏ
ｖａ　ｓｐ．、Ｐｈａｇｕｓ、Ｐｈｏｒｍｉｄｉｕｍ、Ｐｌａｔｙｍｏｎａｓ　ｓｐ．、
Ｐｌｅｕｒｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｃａｒｔｅｒａｅ、Ｐｌｅｕｒｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｄｅｎ
ｔａｔｅ、Ｐｌｅｕｒｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｓｐ．、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｗｉｃｋｅｒ
ｈａｍｉｉ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｓｔａｇｎｏｒａ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｐｏｒ
ｔｏｒｉｃｅｎｓｉｓ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｒｏｔｏｔｈ
ｅｃａ　ｚｏｐｆｉｉ、Ｐｙｒａｍｉｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｐｙｒｏｂｏｔｒｙｓ、Ｓａ
ｒｃｉｎｏｉｄ　ｃｈｒｙｓｏｐｈｙｔｅ、Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ、
Ｓｐｉｒｏｇｙｒａ、Ｓｐｉｒｕｌｉｎａ　ｐｌａｔｅｎｓｉｓ、Ｓｔｉｃｈｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｓｐ．、Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ．、Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎ、Ｔｅｔｒ
ａｓｅｌｍｉｓ　ｓｐ．、Ｔｅｔｒａｓｅｌｍｉｓ　ｓｕｅｃｉｃａ、Ｔｈａｌａｓｓｉ
ｏｓｉｒａ　ｗｅｉｓｓｆｌｏｇｉｉ、及びＶｉｒｉｄｉｅｌｌａ　ｆｒｉｄｅｒｉｃｉ
ａｎａから選択される微細藻類遺伝子又は種の細胞である、項目２に記載の油産生微生物
細胞。
（項目１２）
　前記油産生微生物細胞が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ属の種の細胞である、項目１１に記載
の油産生微生物細胞。
（項目１３）
　前記油産生微生物細胞が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ属の細胞であ
る、項目１２に記載の油産生微生物細胞。
（項目１４）
　前記油産生微生物細胞が、油産生酵母細胞である、項目２に記載の油産生微生物細胞。
（項目１５）
　前記油産生微生物細胞が、油産生細菌細胞である、項目２に記載の油産生微生物細胞。
（項目１６）
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　前記天然に存在する油が、カカオバターであり、前記外来遺伝子が、Ｃａｒｔｈａｍｕ
ｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｕｓチオエステラーゼ遺伝子を含む、項目４に記載の油産生微生物細
胞。
（項目１７）
　前記の天然に存在する油が、ココナツ油である、項目４に記載の油産生微生物細胞。
（項目１８）
　前記の天然に存在する油が、パーム油であり、前記外来遺伝子が、Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕ
ｉｎｉｅｎｓｉｓのチオエステラーゼ遺伝子、Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａのチ
オエステラーゼ遺伝子、Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａのＫＡＳ　ＩＶ遺伝子とＣ
ｕｐｈｅａ　ｗｒｉｇｈｔｉｉのＦＡＴＢ２遺伝子との組み合わせ、又は内在性ＫＡＳ　
ＩＩ遺伝子を破壊するように設計された構築物を含む、項目４に記載の油産生微生物細胞
。
（項目１９）
　前記天然に存在する油が、パーム核油であり、前記外来遺伝子が、Ｃｕｐｈｅａ　ｗｒ
ｉｇｈｔｉｉのＦＡＴＢ２遺伝子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するように設計さ
れた構築物との組み合わせを含む、項目４に記載の油産生微生物細胞。
（項目２０）
　前記天然に存在する油が、シアバターである、項目４に記載の油産生微生物細胞。
（項目２１）
　前記天然に存在する油が、牛脂である、項目４に記載の油産生微生物細胞。
（項目２２）
　前記天然に存在する油がラードであり、前記外来遺伝子が、Ｕ．ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃ
ａのチオエステラーゼ遺伝子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するよう設計された構
築物との組み合わせ、Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇｏｓｔａｎａのチオエステラーゼ遺伝
子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するように設計された構築物との組み合わせ、Ｂ
ｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓのチオエステラーゼ遺伝子、又はＣｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅ
ｒｉａｎａのチオエステラーゼ遺伝子を含む、項目４に記載の油産生微生物細胞。
（項目２３）
　トリグリセリド油の脂肪酸プロフィールが、少なくとも約１％のＣ８：０、少なくとも
約１％のＣ１０：０、少なくとも約１％のＣ１２：０、少なくとも約２％のＣ１４：０、
少なくとも約３０％のＣ１６：０、少なくとも約５％のＣ１８：０、少なくとも約６０％
のＣ１８：１、約７％未満のＣ１８：２及び少なくとも約３５％の飽和脂肪酸からなる群
から選択される、油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目２４）
　培養培地中の組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生し、前記油
産生微生物細胞が外来遺伝子を含み、任意に、前記油産生微生物細胞の内在性デサチュラ
ーゼが、不活性化もしくはより低い酵素活性を有するよう変異した、項目２３に記載の油
産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目２５）
　前記トリグリセリド油の前記脂肪酸プロフィールが、天然に存在する油のトリグリセリ
ド油プロフィールに類似する、項目２４に記載の油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目２６）
　前記の天然に存在する油が、カカオバター、ココナツ油、パーム油、パーム核油、シア
バター牛脂及びラードからなる群から選択される、項目２５に記載の油産生微生物トリグ
リセリド油組成物。
（項目２７）
　前記トリグリセリド油の脂肪酸プロフィールが、Ｃ１０：０とＣ１２：０とＣ１４：０
の総合計量が少なくとも約５０％であり、Ｃ１６：０とＣ１８：０とＣ１８：１の総合計
量が少なくとも約６０％であり、Ｃ１８：０、Ｃ１８：１及びＣ１８：２の総合計量が約
６０％であり、Ｃ１４：０とＣ１６：０とＣ１８：０とＣ１８：１の総合計量が少なくと
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も約６０％であり、及びＣ８：０とＣ１０：０の総合計量が約５０％未満であるプロフィ
ールを含む、項目２４に記載の油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目２８）
　前記トリグリセリド油の脂肪酸プロフィールが、Ｃ８：０とＣ１０：０の比は少なくと
も約５：１、Ｃ１０：０とＣ１２：０の比は少なくとも約６：１、Ｃ１２：０とＣ１４：
０の比は少なくとも約５：１、Ｃ１４：０とＣ１２：０の比は少なくとも約７：１、Ｃ１
４：０とＣ１６：０の比は少なくとも約１：２からなる群から選択される脂肪酸比を含む
、項目２４に記載の油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目２９）
　培養培地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生され、前記内
在性デサチュラーゼが、ステアロイルＡＣＰデサチュラーゼおよびデルタ１２脂肪酸デサ
チュラーゼからなる群から選択される、項目２４に記載の油産生微生物トリグリセリド油
組成物。
（項目３０）
　培養培地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生され、培養培
地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生され、前記油産生微生
物細胞が、アシルＡＣＰチオエステラーゼをコードする外来遺伝子を含む、項目２９に記
載の油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目３１）
　培養培地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生され、前記油
産生微生物細胞が、Ｕｍｂｅｌｌｕｌａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　脂肪アシル－
ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９００１）；Ｃｉｎｎａ
ｍｏｍｕｍ　ｃａｍｐｈｏｒａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａ
ｎｋ寄託番号Ｑ３９４７３）；Ｕｍｂｅｌｌｕｌａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａの　
脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｑ４１６３５）；Ｍ
ｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅ
ｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７２９）；Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ　脂肪
アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７３０）；Ｅ
ｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅｎ
Ｂａｎｋ寄託番号ＡＢＤ８３９３９）；Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ　脂肪アシ
ル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＤ４２２２０）；Ｐｏｐ
ｕｌｕｓ　ｔｏｍｅｎｔｏｓａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａ
ｎｋ寄託番号ＡＢＣ４７３１１）；Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ　脂肪ア
シル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＮＰ＿１７２３２７）；Ａ
ｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（
ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＡ８５３８７）；Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎ
ａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＡ８５３８
８）；Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ
　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｑ９ＳＱＩ３）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂
肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＡ５４０６０）；
Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅ
ｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ７２８８２）；Ｃｕｐｈｅａ　ｃａｌｏｐｈｙｌｌａ　ｓｕｂ
ｓｐ．　ｍｅｓｏｓｔｅｍｏｎ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａ
ｎｋ寄託番号ＡＢＢ７１５８１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂肪アシル－
ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＣ１９９３３）；Ｅｌａｅｉ
ｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ
寄託番号ＡＡＬ１５６４５）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣ
Ｐ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｑ３９５１３）；Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ
　ｈｉｒｓｕｔｕｍ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番
号ＡＡＤ０１９８２）；Ｖｉｔｉｓ　ｖｉｎｉｆｅｒａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエス
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テラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＮ８１８１９）；Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇ
ｏｓｔａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡ
Ｂ５１５２５）；Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｊｕｎｃｅａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラ
ーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＩ１８９８６）；Ｍａｄｈｕｃａ　ｌｏｎｇｉｆｏ
ｌｉａ脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＸ５１６
３７）；Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇ
ｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＨ１１７１０）；Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ（インディカ品種
群）　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＥＡＹ８６８
７７）；Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ（ジャポニカ品種群）　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエ
ステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＮＰ＿００１０６８４００）；Ｏｒｙｚａ　ｓａ
ｔｉｖａ（インディカ品種群）　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａ
ｎｋ寄託番号ＥＡＹ９９６１７）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－
ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９２６９）；Ｕｌｍｕｓ
　Ａｍｅｒｉｃａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託
番号ＡＡＢ７１７３１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　
チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＢ６０８３０）；Ｃｕｐｈｅａ　ｐａ
ｌｕｓｔｒｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ａ
ＡＣ４９１８０）；Ｉｒｉｓ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラ
ーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＧ４３８５８）；Ｉｒｉｓ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ　
脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＧ４３８５８．
１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｐａｌｕｓｔｒｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（
ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９１７９）；Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ　
脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７２９）
；Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇ
ｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７２９１．１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ
　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｕ３９８３４）；
Ｕｍｂｅｌｌｕａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラ
ーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｍ９４１５９）；Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ　ｃａｍｐｈｏ
ｒａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｕ３１８１３
）；Ｃｕｐｈｅａ　ｗｒｉｇｈｔｉｉの脂肪族アシル－ＡＣＯＰチオエステラーゼ（Ｇｅ
ｎＢａｎｋ寄託番号Ｕ５６１０３）；及びＲｉｃｉｎｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ　脂肪アシ
ル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＳ３０４２２）からなる
群から選択されるアシル－ＡＣＰチオエステラーゼをコードする外来遺伝子を含む、項目
３０に記載の油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目３２）
　培養培地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生され、前記油
産生微生物細胞が、スクロースインベルターゼをコードする遺伝子を更に含む、項目３１
に記載の油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目３３）
　培養培地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生され、前記油
産生微生物細胞が、Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ、Ａｇｍｅｎｅｌｌｕ
ｍ、Ａｍｐｈｉｐｒｏｒａ　ｈｙａｌｉｎｅ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉ
ｓ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｌｉｎｅａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆ
ｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｐｕｎｃｔａｔａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　
ｔａｙｌｏｒｉ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｔｅｎｕｉｓ、Ａｍｐｈ
ｏｒａ　ｄｅｌｉｃａｔｉｓｓｉｍａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｄｅｌｉｃａｔｉｓｓｉｍａ　
ｃａｐｉｔａｔａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｓｐ．、Ａｎａｂａｅｎａ、Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅ
ｓｍｕｓ、Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓ　ｆａｌｃａｔｕｓ、Ｂｏｅｋｅｌｏｖｉａ　
ｈｏｏｇｌａｎｄｉｉ、Ｂｏｒｏｄｉｎｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｂｏｔｒｙｏｃｏｃｃｕｓ　
ｂｒａｕｎｉｉ、Ｂｏｔｒｙｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｕｄｅｔｉｃｕｓ、Ｃａｒｔｅｒｉａ、
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Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ、Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｍｕｅｌｌｅｒ
ｉ、Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｍｕｅｌｌｅｒｉ　ｓｕｂｓａｌｓｕｍ、Ｃｈａｅｔｏｃ
ｅｒｏｓ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ａｎｉｔｒａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　Ａｎ
ｔａｒｃｔｉｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ａｕｒｅｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌ
ａ　ｃａｎｄｉｄａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｃａｐｓｕｌａｔｅ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　
ｄｅｓｉｃｃａｔｅ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄｅａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌ
ａ　ｅｍｅｒｓｏｎｉｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｆｕ
ｓｃａ　ｖａｒ．　ｖａｃｕｏｌａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｇｌｕｃｏｔｒｏｐｈａ
、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕｓｉｏｎｕｍ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕｓｉｏｎ
ｕｍ　ｖａｒ．　ａｃｔｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕｓｉｏｎｕｍ　ｖ
ａｒ．　ａｕｘｅｎｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｋｅｓｓｌｅｒｉ、Ｃｈｌｏｒ
ｅｌｌａ　ｌｏｂｏｐｈｏｒａ（ＳＡＧ株３７．８８）、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｕｔｅ
ｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄｉｓ　ｖａｒ．　ａｕｒ
ｅｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄｉｓ　ｖａｒ．　ｌｕ
ｔｅｓｃｅｎｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｍｉｎｉａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｍｉｎｕ
ｔｉｓｓｉｍａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｍｕｔａｂｉｌｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｎｏ
ｃｔｕｒｎａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐａｒｖａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｈｏｔｏｐｈ
ｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｒｉｎｇｓｈｅｉｍｉｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｒｏ
ｔｏｔｈｅｃｏｉｄｅｓ（任意のＵＴＥＸ株１８０６、４１１、２６４、２５６、２５５
、２５０、２４９、３１、２９、２５、並びにＣＣＡＰ株２１１／１７及び２１１／８ｄ
を含む）、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｒｏｔｏｔｈｅｃｏｉｄｅｓ　ｖａｒ．　ａｃｉｄｉ
ｃｏｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｇｕｌａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｇｕｌ
ａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｍｉｎｉｍａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｇｕｌａｒｉｓ　ｖａｒ
．　ｕｍｂｒｉｃａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｉｓｉｇｌｉｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌ
ａ　ｓａｃｃｈａｒｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓａｃｃｈａｒｏｐｈｉｌａ　
ｖａｒ．　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄｅａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓａｌｉｎａ、Ｃｈｌｏｒｅ
ｌｌａ　ｓｉｍｐｌｅｘ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｏｒｏｋｉｎｉａｎａ、Ｃｈｌｏｒｅ
ｌｌａ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｐｈａｅｒｉｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｔ
ｉｇｍａｔｏｐｈｏｒａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖａｎｎｉｅｌｌｉｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌ
ｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ
　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｆ．　ｔｅｒｔｉａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖ
ａｒ．　ａｕｔｏｔｒｏｐｈｉｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．
　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖｕｌｇａｒｉ
ｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｆ．　ｔｅ
ｒｔｉａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｆ．
　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｘａｎｔｈｅｌｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｚ
ｏｆｉｎｇｉｅｎｓｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｔｒｅｂｏｕｘｉｏｉｄｅｓ、Ｃｈｌｏ
ｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｏｃｏｃｃｕｍ　ｉｎｆｕｓｉｏｎｕｍ、Ｃ
ｈｌｏｒｏｃｏｃｃｕｍ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｏｇｏｎｉｕｍ、Ｃｈｒｏｏｍｏｎａｓ　
ｓｐ．、Ｃｈｒｙｓｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐ．、Ｃｒｉｃｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐ．、Ｃ
ｒｙｐｔｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａ　ｃｒｙｐｔｉｃａ、Ｃｙｃｌｏ
ｔｅｌｌａ　ｍｅｎｅｇｈｉｎｉａｎａ、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｄｕｎａｌｉ
ｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｂａｒｄａｗｉｌ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　
ｂｉｏｃｕｌａｔａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｇｒａｎｕｌａｔｅ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌ
ａ　ｍａｒｉｔｉｍｅ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｍｉｎｕｔａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　
ｐａｒｖａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｐｅｉｒｃｅｉ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｐｒｉｍ
ｏｌｅｃｔａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｓａｌｉｎａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｔｅｒｒ
ｉｃｏｌａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｔｅｒｔｉｏｌｅｃｔａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　
ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｔｅｒｔｉｏｌｅｃｔａ、Ｅｒｅｍｏｓｐｈａ
ｅｒａ　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｅｒｅｍｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐ．、Ｅｌｌｉｐｓｏｉｄｏｎ



(13) JP 2013-533735 A5 2015.11.26

　ｓｐ．、Ｅｕｇｌｅｎａ、Ｆｒａｎｃｅｉａ　ｓｐ．、Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　ｃｒｏ
ｔｏｎｅｎｓｉｓ、Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　ｓｐ．、Ｇｌｅｏｃａｐｓａ　ｓｐ．、Ｇｌ
ｏｅｏｔｈａｍｎｉｏｎ　ｓｐ．、Ｈｙｍｅｎｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｉｓｏｃｈｒｙｓ
ｉｓ　ａｆｆ．　ｇａｌｂａｎａ、Ｉｓｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｇａｌｂａｎａ、Ｌｅｐｏｃ
ｉｎｃｌｉｓ、Ｍｉｃｒａｃｔｉｎｉｕｍ、Ｍｉｃｒａｃｔｉｎｉｕｍ（ＵＴＥＸ　ＬＢ
２６１４）、　Ｍｏｎｏｒａｐｈｉｄｉｕｍ　ｍｉｎｕｔｕｍ、Ｍｏｎｏｒａｐｈｉｄｉ
ｕｍ　ｓｐ．、Ｎａｎｎｏｃｈｌｏｒｉｓ　ｓｐ．、Ｎａｎｎｏｃｈｌｏｒｏｐｓｉｓ　
ｓａｌｉｎａ、Ｎａｎｎｏｃｈｌｏｒｏｐｓｉｓ　ｓｐ．、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ａｃｃｅ
ｐｔａｔａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｂｉｓｋａｎｔｅｒａｅ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｐｓｅｕ
ｄｏｔｅｎｅｌｌｏｉｄｅｓ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｐｅｌｌｉｃｕｌｏｓａ、Ｎａｖｉｃ
ｕｌａ　ｓａｐｒｏｐｈｉｌａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｓｐ．、Ｎｅｐｈｒｏｃｈｌｏｒｉ
ｓ　ｓｐ．、Ｎｅｐｈｒｏｓｅｌｍｉｓ　ｓｐ．、Ｎｉｔｓｃｈｉａ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ
、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ａｌｅｘａｎｄｒｉｎａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｃｏｍｍｕｎｉ
ｓ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｄｉｓｓｉｐａｔａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｆｒｕｓｔｕｌｕ
ｍ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｈａｎｔｚｓｃｈｉａｎａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｉｎｃｏｎ
ｓｐｉｃｕａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｍｉ
ｃｒｏｃｅｐｈａｌａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｐｕｓｉｌｌａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｐ
ｕｓｉｌｌａ　ｅｌｌｉｐｔｉｃａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｐｕｓｉｌｌａ　ｍｏｎｏｅ
ｎｓｉｓ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｑｕａｄｒａｎｇｕｌａｒ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｓｐ
．、Ｏｃｈｒｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｏｏｃｙｓｔｉｓ　ｐａｒｖａ、Ｏｏｃｙｓｔｉｓ
　ｐｕｓｉｌｌａ、Ｏｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐ．、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａ　ｌｉｍｎｅ
ｔｉｃａ、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａ　ｓｐ．、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａ　ｓｕｂｂｒ
ｅｖｉｓ、Ｐａｓｃｈｅｒｉａ　ａｃｉｄｏｐｈｉｌａ、Ｐａｖｌｏｖａ　ｓｐ．、Ｐｈ
ａｇｕｓ、Ｐｈｏｒｍｉｄｉｕｍ、Ｐｌａｔｙｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｐｌｅｕｒｏｃｈｒ
ｙｓｉｓ　ｃａｒｔｅｒａｅ、Ｐｌｅｕｒｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｄｅｎｔａｔｅ、Ｐｌｅｕ
ｒｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｓｐ．、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｗｉｃｋｅｒｈａｍｉｉ、Ｐｒｏ
ｔｏｔｈｅｃａ　ｓｔａｇｎｏｒａ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｐｏｒｔｏｒｉｃｅｎｓｉ
ｓ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｚｏｐｆｉ
ｉ、Ｐｙｒａｍｉｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｐｙｒｏｂｏｔｒｙｓ、Ｓａｒｃｉｎｏｉｄ　ｃ
ｈｒｙｓｏｐｈｙｔｅ、Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ、Ｓｐｉｒｏｇｙｒａ
、Ｓｐｉｒｕｌｉｎａ　ｐｌａｔｅｎｓｉｓ、Ｓｔｉｃｈｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ．、Ｓｙ
ｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ．、Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎ、Ｔｅｔｒａｓｅｌｍｉｓ　ｓ
ｐ．、Ｔｅｔｒａｓｅｌｍｉｓ　ｓｕｅｃｉｃａ、Ｔｈａｌａｓｓｉｏｓｉｒａ　ｗｅｉ
ｓｓｆｌｏｇｉｉ、及びＶｉｒｉｄｉｅｌｌａ　ｆｒｉｄｅｒｉｃｉａｎａから選択され
る微細藻類遺伝子又は種の細胞である、項目３２に記載の油産生微生物トリグリセリド油
組成物。
（項目３４）
　培養培地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生され、前記油
産生微生物細胞がＰｒｏｔｏｔｈｅｃａ属の細胞である、項目２４に記載の油産生微生物
トリグリセリド油組成物。
（項目３５）
　培養培地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養することにより産生され、前記油
産生微生物細胞がＰｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ属の細胞である、項目３
４に記載の油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目３６）
　前記油産生微生物細胞が油産生酵母細胞である、項目２４に記載の油産生微生物トリグ
リセリド油。
（項目３７）
　前記油産生微生物細胞が産生細菌細胞である、項目２４に記載の油産生微生物トリグリ
セリド油。
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（項目３８）
　前記天然に存在する油がココナツ油である、項目２６に記載の油産生微生物トリグリセ
リド油組成物。
（項目３９）
　前記天然に存在する油がパーム油であり、前記外来遺伝子が、前記外来遺伝子が、Ｅｌ
ａｅｉｓ　ｇｕｉｎｉｅｎｓｉｓのチオエステラーゼ遺伝子、Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅ
ｒｉａｎａのチオエステラーゼ遺伝子、Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａのＫＡＳ　
ＩＶ遺伝子とＣｕｐｈｅａ　ｗｒｉｇｈｔｉｉのＦＡＴＢ２遺伝子との組み合わせ、又は
内在性ＫＡＳ　ＩＩ遺伝子を破壊するように設計された構築物を含む、項目２６に記載の
油産生微生物トリグリセリド油組成物。
（項目４０）
　前記の天然に存在する油がパーム核油であり、前記外来遺伝子が、Ｃｕｐｈｅａ　ｗｒ
ｉｇｈｔｉｉのＦＡＴＢ２遺伝子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するように設計さ
れた構築物との組み合わせを含む、項目２６に記載の油産生微生物トリグリセリド油組成
物。
（項目４１）
　前記の天然に存在する油がシアバターである、項目２６に記載の油産生微生物トリグリ
セリド油組成物。
（項目４２）
　前記の天然に存在する油が牛脂である、項目２６に記載の油産生微生物トリグリセリド
油組成物。
（項目４３）
　前記の天然に存在する油がラードであり、前記外来遺伝子が、Ｕ．ｃａｌｉｆｏｒｎｉ
ｃａのチオエステラーゼ遺伝子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するよう設計された
構築物との組み合わせ、Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇｏｓｔａｎａのチオエステラーゼ遺
伝子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するように設計された構築物との組み合わせ、
Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓのチオエステラーゼ遺伝子、又はＣｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋ
ｅｒｉａｎａのチオエステラーゼ遺伝子を含む、項目２６に記載の油産生微生物トリグリ
セリド油組成物。
（項目４４）
　トリグリセリド油組成物が、
　ｉ．０．３ｍｃｇ／ｇ未満の総カロテノイド；
　ｉｉ．０．００５ｍｃｇ／ｇ未満のリコピン；
　ｉｉｉ．０．００５ｍｃｇ／ｇ未満のβ－カロテン；
　ｉｖ．０．３ｍｃｇ／ｇ未満のクロロフィルＡ；
　ｖ．１７５ｍｃｇ／ｇ未満のγトコフェロール；
　ｖｉ．０．２５％未満のブラシカステロール、カンペステロール、スチグナステロール
、またはβ－シトステロール；
　ｖｉｉ．３５０ｍｃｇ／ｇ未満の総トコトリエノール；
　ｖｉｉｉ．０．０５ｍｃｇ／ｇ未満のルテイン；又はｉｘ．２７５ｍｃｇ／ｇ未満のト
コフェロール；
からなる群から選択される性質を更に含む、項目２３に記載の油産生微生物トリグリセリ
ド油組成物。
（項目４５）
　油産生微生物トリグリセリド油組成物の製造法であって、前記トリグリセリド油組成物
が、少なくとも約１％のＣ８：０、少なくとも約１％のＣ１０：０、少なくとも約１％の
Ｃ１２：０、少なくとも約２％のＣ１４：０、少なくとも約３０％のＣ１６：０、少なく
とも約５％のＣ１８：０、少なくとも約６０％のＣ１８：１、約７％未満のＣ１８：２及
び少なくとも約３５％の飽和脂肪酸からなる群から選択される脂肪酸プロフィールを有し
、本方法が、
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　ａ．　乾燥細胞重量で前記油産生微生物細胞の少なくとも１０％がトリグリセリド油で
となるまで培養培地で組み換え油産生微生物細胞の個体群を培養し；及び
　ｂ．前記トリグリセリド油組成物を前記油産生微生物細胞から分離する
工程を含む製造法。
（項目４６）
　前記油産生微生物細胞が外来遺伝子を含み、任意に、前記油産生微生物細胞の内在性デ
サチュラーゼが不活性化又はより低い酵素活性に変異した、項目４５に記載の方法。
（項目４７）
　前記トリグリセリド油の脂肪酸プロフィールが、天然に存在する油のトリグリセリド油
プロフィールに類似している、項目４６に記載の方法。
（項目４８）
　前記の天然に存在する油が、カカオバター、ココナツ油、パーム油、パーム核油、シア
バター、牛脂及びラードからなる群から選択される、項目４７に記載の方法。
（項目４９）
　前記トリグリセリド油の前記脂肪酸プロフィールが、プロフィールを含み、
Ｃ１０：０とＣ１２：０とＣ１４：０の総合計量が少なくとも約５０％であり、Ｃ１６：
０とＣ１８：０とＣ１８：１の総合計量が少なくとも約６０％であり、
Ｃ１８：０とＣ１８：１及びＣ１８：２の総合計量が少なくとも約６０％であり、Ｃ１４
：０とＣ１６：０とＣ１８：０及びＣ１８：１の総合計量が少なくとも約６０％であり、
Ｃ８：０とＣ１０：０の総合計量が約５０％未満である、項目４６に記載の方法。
（項目５０）
　前記トリグリセリド油の前記脂肪酸プロフィールが、Ｃ８：０とＣ１０：０の比は少な
くとも約５：１、Ｃ１０：０とＣ１２：０の比は少なくとも約６：１、Ｃ１２：０とＣ１
４：０の比は少なくとも約５：１、Ｃ１４：０とＣ１２：０の比は少なくとも約７：１、
Ｃ１４：０とＣ１６：０の比は少なくとも約１：２からなる群から選択される脂肪酸比を
含む、項目４５に記載の方法。
（項目５１）
　前記内在性デサチュラーゼが、ステアロイルＡＣＰデサチュラーゼ及びデルタ１２脂肪
酸デサチュラーゼからなる群から選択される、項目４６に記載の方法。
（項目５２）
　前記外来遺伝子は、アシル－ＡＣＰチオエステラーゼをコードする遺伝子からなる群か
ら選択される、項目４６に記載の方法。
（項目５３）
　前記外来遺伝子が、Ｕｍｂｅｌｌｕｌａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　脂肪アシル
－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９００１）；Ｃｉｎｎ
ａｍｏｍｕｍ　ｃａｍｐｈｏｒａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢ
ａｎｋ寄託番号Ｑ３９４７３）；Ｕｍｂｅｌｌｕｌａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　
脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｑ４１６３５）；Ｍ
ｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅ
ｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７２９）；Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ　脂肪
アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７３０）；Ｅ
ｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅｎ
Ｂａｎｋ寄託番号ＡＢＤ８３９３９）；Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ　脂肪アシ
ル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＤ４２２２０）；Ｐｏｐ
ｕｌｕｓ　ｔｏｍｅｎｔｏｓａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａ
ｎｋ寄託番号ＡＢＣ４７３１１）；Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ　脂肪ア
シル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＮＰ＿１７２３２７）；Ａ
ｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（
ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＡ８５３８７）；Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎ
ａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＡ８５３８
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８）；Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ
　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｑ９ＳＱＩ３）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂
肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＡ５４０６０）；
Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（Ｇｅ
ｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ７２８８２）；Ｃｕｐｈｅａ　ｃａｌｏｐｈｙｌｌａ　ｓｕｂ
ｓｐ．　ｍｅｓｏｓｔｅｍｏｎ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａ
ｎｋ寄託番号ＡＢＢ７１５８１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂肪アシル－
ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＣ１９９３３）；Ｅｌａｅｉ
ｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ
寄託番号ＡＡＬ１５６４５）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル－ＡＣ
Ｐ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｑ３９５１３）；Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ
　ｈｉｒｓｕｔｕｍ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番
号ＡＡＤ０１９８２）；Ｖｉｔｉｓ　ｖｉｎｉｆｅｒａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエス
テラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＮ８１８１９）；Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇ
ｏｓｔａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡ
Ｂ５１５２５）；Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｊｕｎｃｅａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラ
ーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＩ１８９８６）；Ｍａｄｈｕｃａ　ｌｏｎｇｉｆｏ
ｌｉａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＸ５１
６３７）；Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（
ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＨ１１７１０）；Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ（インディカ品
種群）　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＥＡＹ８６
８７７）；Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ（ジャポニカ品種群）　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオ
エステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＮＰ＿００１０６８４００）；Ｏｒｙｚａ　ｓ
ａｔｉｖａ（インディカ品種群）　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢ
ａｎｋ寄託番号ＥＡＹ９９６１７）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａ　脂肪アシル
－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９２６９）；Ｕｌｍｕ
ｓ　Ａｍｅｒｉｃａｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄
託番号ＡＡＢ７１７３１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　脂肪アシル－ＡＣＰ
　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＣＡＢ６０８３０）；Ｃｕｐｈｅａ　ｐ
ａｌｕｓｔｒｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号
ＡＡＣ４９１８０）；Ｉｒｉｓ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステ
ラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＧ４３８５８）；Ｉｒｉｓ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ
　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＧ４３８５８
．１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｐａｌｕｓｔｒｉｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　
（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＣ４９１７９）；Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ
　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７２９
）；Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　ｆｒａｇｒａｎｓ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　
（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＡＢ７１７２９１．１）；Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａ
ｎａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｕ３９８３４
）；Ｕｍｂｅｌｌｕａｒｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエス
テラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｍ９４１５９）；Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ　ｃａｍｐ
ｈｏｒａ　脂肪アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｕ３１８
１３）；Ｃｕｐｈｅａ　ｗｒｉｇｈｔｉｉの脂肪族アシル－ＡＣＯＰチオエステラーゼ（
ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号Ｕ５６１０３）；及びＲｉｃｉｎｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ　脂肪
アシル－ＡＣＰ　チオエステラーゼ　（ＧｅｎＢａｎｋ寄託番号ＡＢＳ３０４２２）から
なる群から選択されるアシルＡＣＰチオエステラーゼをコードする、項目５２に記載の方
法。
（項目５４）
　前記油産生微生物細胞が、スクロースインベルターゼをコードする遺伝子を更に含む、
項目４６に記載の方法。
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（項目５５）
　前記油産生微生物細胞が、Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ、Ａｇｍｅｎ
ｅｌｌｕｍ、Ａｍｐｈｉｐｒｏｒａ　ｈｙａｌｉｎｅ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆ
ｏｒｍｉｓ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｌｉｎｅａ、Ａｍｐｈｏｒａ
　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｐｕｎｃｔａｔａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒ
ｍｉｓ　ｔａｙｌｏｒｉ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｃｏｆｆｅｉｆｏｒｍｉｓ　ｔｅｎｕｉｓ、
Ａｍｐｈｏｒａ　ｄｅｌｉｃａｔｉｓｓｉｍａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｄｅｌｉｃａｔｉｓｓ
ｉｍａ　ｃａｐｉｔａｔａ、Ａｍｐｈｏｒａ　ｓｐ．、Ａｎａｂａｅｎａ、Ａｎｋｉｓｔ
ｒｏｄｅｓｍｕｓ、Ａｎｋｉｓｔｒｏｄｅｓｍｕｓ　ｆａｌｃａｔｕｓ、Ｂｏｅｋｅｌｏ
ｖｉａ　ｈｏｏｇｌａｎｄｉｉ、Ｂｏｒｏｄｉｎｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｂｏｔｒｙｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｂｒａｕｎｉｉ、Ｂｏｔｒｙｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｕｄｅｔｉｃｕｓ、Ｃａｒｔｅ
ｒｉａ、Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ、Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｍｕｅ
ｌｌｅｒｉ、Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｍｕｅｌｌｅｒｉ　ｓｕｂｓａｌｓｕｍ、Ｃｈａ
ｅｔｏｃｅｒｏｓ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ａｎｉｔｒａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌ
ａ　Ａｎｔａｒｃｔｉｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ａｕｒｅｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏ
ｒｅｌｌａ　ｃａｎｄｉｄａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｃａｐｓｕｌａｔｅ、Ｃｈｌｏｒｅ
ｌｌａ　ｄｅｓｉｃｃａｔｅ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄｅａ、Ｃｈｌｏ
ｒｅｌｌａ　ｅｍｅｒｓｏｎｉｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌ
ａ　ｆｕｓｃａ　ｖａｒ．　ｖａｃｕｏｌａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｇｌｕｃｏｔｒ
ｏｐｈａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕｓｉｏｎｕｍ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕ
ｓｉｏｎｕｍ　ｖａｒ．　ａｃｔｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｉｎｆｕｓｉｏｎ
ｕｍ　ｖａｒ．　ａｕｘｅｎｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｋｅｓｓｌｅｒｉ、Ｃ
ｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｏｂｏｐｈｏｒａ（ＳＡＧ株３７．８８）、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　
ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄｉｓ　ｖａｒ．
　ａｕｒｅｏｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｌｕｔｅｏｖｉｒｉｄｉｓ　ｖａｒ
．　ｌｕｔｅｓｃｅｎｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｍｉｎｉａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　
ｍｉｎｕｔｉｓｓｉｍａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｍｕｔａｂｉｌｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌ
ａ　ｎｏｃｔｕｒｎａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐａｒｖａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｈｏ
ｔｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｒｉｎｇｓｈｅｉｍｉｉ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ
　ｐｒｏｔｏｔｈｅｃｏｉｄｅｓ（任意のＵＴＥＸ株１８０６、４１１、２６４、２５６
、２５５、２５０、２４９、３１、２９、２５、並びにＣＣＡＰ株２１１／１７及び２１
１／８ｄを含む）、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｐｒｏｔｏｔｈｅｃｏｉｄｅｓ　ａｎｄ　ｖａ
ｒ．　ａｃｉｄｉｃｏｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｇｕｌａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌ
ｌａ　ｒｅｇｕｌａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｍｉｎｉｍａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｇｕｌ
ａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｕｍｂｒｉｃａｔａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｒｅｉｓｉｇｌｉｉ、
Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓａｃｃｈａｒｏｐｈｉｌａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓａｃｃｈａ
ｒｏｐｈｉｌａ　ｖａｒ．　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄｅａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓａｌｉｎ
ａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｉｍｐｌｅｘ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｏｒｏｋｉｎｉａｎ
ａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｓｐｈａｅｒｉｃａ、Ｃｈｌｏ
ｒｅｌｌａ　ｓｔｉｇｍａｔｏｐｈｏｒａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖａｎｎｉｅｌｌｉｉ
、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃ
ｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｆ．　ｔｅｒｔｉａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕ
ｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ａｕｔｏｔｒｏｐｈｉｃａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａ
ｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．
　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖｕｌｇａｒ
ｉｓ　ｆ．　ｔｅｒｔｉａ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｖａｒ．　ｖｕｌ
ｇａｒｉｓ　ｆ．　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｘａｎｔｈｅｌｌａ、Ｃｈｌ
ｏｒｅｌｌａ　ｚｏｆｉｎｇｉｅｎｓｉｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｔｒｅｂｏｕｘｉｏｉ
ｄｅｓ、Ｃｈｌｏｒｅｌｌａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ、Ｃｈｌｏｒｏｃｏｃｃｕｍ　ｉｎｆｕ
ｓｉｏｎｕｍ、Ｃｈｌｏｒｏｃｏｃｃｕｍ　ｓｐ．、Ｃｈｌｏｒｏｇｏｎｉｕｍ、Ｃｈｒ
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ｏｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｃｈｒｙｓｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐ．、Ｃｒｉｃｏｓｐｈａｅ
ｒａ　ｓｐ．、Ｃｒｙｐｔｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａ　ｃｒｙｐｔｉ
ｃａ、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａ　ｍｅｎｅｇｈｉｎｉａｎａ、Ｃｙｃｌｏｔｅｌｌａ　ｓｐ
．、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｓｐ．、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｂａｒｄａｗｉｌ、Ｄｕｎ
ａｌｉｅｌｌａ　ｂｉｏｃｕｌａｔａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｇｒａｎｕｌａｔｅ、Ｄ
ｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｍａｒｉｔｉｍｅ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｍｉｎｕｔａ、Ｄｕｎ
ａｌｉｅｌｌａ　ｐａｒｖａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｐｅｉｒｃｅｉ、Ｄｕｎａｌｉｅ
ｌｌａ　ｐｒｉｍｏｌｅｃｔａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｓａｌｉｎａ、Ｄｕｎａｌｉｅ
ｌｌａ　ｔｅｒｒｉｃｏｌａ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｔｅｒｔｉｏｌｅｃｔａ、Ｄｕｎ
ａｌｉｅｌｌａ　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｄｕｎａｌｉｅｌｌａ　ｔｅｒｔｉｏｌｅｃｔａ、Ｅ
ｒｅｍｏｓｐｈａｅｒａ　ｖｉｒｉｄｉｓ、Ｅｒｅｍｏｓｐｈａｅｒａ　ｓｐ．、Ｅｌｌ
ｉｐｓｏｉｄｏｎ　ｓｐ．、Ｅｕｇｌｅｎａ、Ｆｒａｎｃｅｉａ　ｓｐ．、Ｆｒａｇｉｌ
ａｒｉａ　ｃｒｏｔｏｎｅｎｓｉｓ、Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　ｓｐ．、Ｇｌｅｏｃａｐｓ
ａ　ｓｐ．、Ｇｌｏｅｏｔｈａｍｎｉｏｎ　ｓｐ．、Ｈｙｍｅｎｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、
Ｉｓｏｃｈｒｙｓｉｓ　ａｆｆ．　ｇａｌｂａｎａ、Ｉｓｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｇａｌｂａ
ｎａ、Ｌｅｐｏｃｉｎｃｌｉｓ、Ｍｉｃｒａｃｔｉｎｉｕｍ、Ｍｉｃｒａｃｔｉｎｉｕｍ
　（ＵＴＥＸ　ＬＢ２６１４）、Ｍｏｎｏｒａｐｈｉｄｉｕｍ　ｍｉｎｕｔｕｍ、Ｍｏｎ
ｏｒａｐｈｉｄｉｕｍ　ｓｐ．、Ｎａｎｎｏｃｈｌｏｒｉｓ　ｓｐ．、Ｎａｎｎｏｃｈｌ
ｏｒｏｐｓｉｓ　ｓａｌｉｎａ、Ｎａｎｎｏｃｈｌｏｒｏｐｓｉｓ　ｓｐ．、Ｎａｖｉｃ
ｕｌａ　ａｃｃｅｐｔａｔａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｂｉｓｋａｎｔｅｒａｅ、Ｎａｖｉｃ
ｕｌａ　ｐｓｅｕｄｏｔｅｎｅｌｌｏｉｄｅｓ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｐｅｌｌｉｃｕｌｏ
ｓａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｓａｐｒｏｐｈｉｌａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　ｓｐ．、Ｎｅｐｈ
ｒｏｃｈｌｏｒｉｓ　ｓｐ．、Ｎｅｐｈｒｏｓｅｌｍｉｓ　ｓｐ．、Ｎｉｔｓｃｈｉａ　
ｃｏｍｍｕｎｉｓ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ａｌｅｘａｎｄｒｉｎａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ
　ｃｏｍｍｕｎｉｓ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｄｉｓｓｉｐａｔａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　
ｆｒｕｓｔｕｌｕｍ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｈａｎｔｚｓｃｈｉａｎａ、Ｎｉｔｚｓｃｈ
ｉａ　ｉｎｃｏｎｓｐｉｃｕａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ、Ｎｉｔｚ
ｓｃｈｉａ　ｍｉｃｒｏｃｅｐｈａｌａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｐｕｓｉｌｌａ、Ｎｉｔ
ｚｓｃｈｉａ　ｐｕｓｉｌｌａ　ｅｌｌｉｐｔｉｃａ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｐｕｓｉｌ
ｌａ　ｍｏｎｏｅｎｓｉｓ、Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｑｕａｄｒａｎｇｕｌａｒ、Ｎｉｔｚ
ｓｃｈｉａ　ｓｐ．、Ｏｃｈｒｏｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｏｏｃｙｓｔｉｓ　ｐａｒｖａ、
Ｏｏｃｙｓｔｉｓ　ｐｕｓｉｌｌａ、Ｏｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐ．、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒ
ｉａ　ｌｉｍｎｅｔｉｃａ、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒｉａ　ｓｐ．、Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒ
ｉａ　ｓｕｂｂｒｅｖｉｓ、Ｐａｓｃｈｅｒｉａ　ａｃｉｄｏｐｈｉｌａ、Ｐａｖｌｏｖ
ａ　ｓｐ．、Ｐｈａｇｕｓ、Ｐｈｏｒｍｉｄｉｕｍ、Ｐｌａｔｙｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｐ
ｌｅｕｒｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｃａｒｔｅｒａｅ、Ｐｌｅｕｒｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｄｅｎｔ
ａｔｅ、Ｐｌｅｕｒｏｃｈｒｙｓｉｓ　ｓｐ．、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｗｉｃｋｅｒｈ
ａｍｉｉ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｓｔａｇｎｏｒａ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｐｏｒｔ
ｏｒｉｃｅｎｓｉｓ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｒｏｔｏｔｈｅ
ｃａ　ｚｏｐｆｉｉ、Ｐｙｒａｍｉｍｏｎａｓ　ｓｐ．、Ｐｙｒｏｂｏｔｒｙｓ、Ｓａｒ
ｃｉｎｏｉｄ　ｃｈｒｙｓｏｐｈｙｔｅ、Ｓｃｅｎｅｄｅｓｍｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ、Ｓ
ｐｉｒｏｇｙｒａ、Ｓｐｉｒｕｌｉｎａ　ｐｌａｔｅｎｓｉｓ、Ｓｔｉｃｈｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｓｐ．、Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ．、Ｔｅｔｒａｅｄｒｏｎ、Ｔｅｔｒａ
ｓｅｌｍｉｓ　ｓｐ．、Ｔｅｔｒａｓｅｌｍｉｓ　ｓｕｅｃｉｃａ、Ｔｈａｌａｓｓｉｏ
ｓｉｒａ　ｗｅｉｓｓｆｌｏｇｉｉ、及びＶｉｒｉｄｉｅｌｌａ　ｆｒｉｄｅｒｉｃｉａ
ｎａから選択される微細藻類の遺伝子もしくは種の細胞である、項目４６に記載の方法。
（項目５６）
　前記油産生微生物細胞がＰｒｏｔｏｔｈｅｃａ属の細胞である、項目５５に記載の方法
。
（項目５７）
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　前記油産生微生物細胞が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ属の細胞であ
る、項目５６に記載の方法。
（項目５８）
　前記天然に存在する油が、ココナツ油である、項目４８に記載の方法。
（項目５９）
　前記の天然に存在する油がパーム油であり、前記外来遺伝子が、前記外来遺伝子が、Ｅ
ｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｉｅｎｓｉｓのチオエステラーゼ遺伝子、Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋ
ｅｒｉａｎａのチオエステラーゼ遺伝子、Ｃｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋｅｒｉａｎａのＫＡＳ
　ＩＶ遺伝子とＣｕｐｈｅａ　ｗｒｉｇｈｔｉｉのＦＡＴＢ２遺伝子との組み合わせ、又
は内在性ＫＡＳ　ＩＩ遺伝子を破壊するように設計された構築物を含む、項目４８に記載
の方法。
（項目６０）
　前記の天然に存在する油がパーム核油であり、前記外来遺伝子が、Ｃｕｐｈｅａ　ｗｒ
ｉｇｈｔｉｉのＦＡＴＢ２遺伝子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するように設計さ
れた構築物との組み合わせを含む、項目４８に記載の方法。
（項目６１）
　前記の天然に存在する油がシアバターである、項目４８に記載の方法。
（項目６２）
　前記の天然に存在する油が牛脂である、項目４８に記載の方法。
（項目６３）
　前記の天然に存在する油がラードであり、前記外来遺伝子が、Ｕ．ｃａｌｉｆｏｒｎｉ
ｃａのチオエステラーゼ遺伝子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するよう設計された
構築物との組み合わせ、Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇｏｓｔａｎａのチオエステラーゼ遺
伝子と、内在するＳＡＤ２Ｂ遺伝子を破壊するように設計された構築物との組み合わせ、
Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓのチオエステラーゼ遺伝子、又はＣｕｐｈｅａ　ｈｏｏｋ
ｅｒｉａｎａのチオエステラーゼ遺伝子を含む、項目４８に記載の方法。
（項目６４）
　油を基本とする産物を作成する方法であって、本方法には
　　ａ．項目２１に記載の前記油産生微生物トリグリセリド油組成物に対し、鹸化；メタ
セシス；酸加水分解；アルカリ加水分解；酵素加水分解；触媒的加水分解；加圧熱水によ
る加水分解；脂質がグリセロールと脂肪酸に分解される触媒的加水分解反応；脂肪族窒素
化合物が生成されるアミノ化反応；一塩基性及び二塩基性酸が生成されるオゾン分解反応
；酵素分解及び加圧分解からなる群から選択されるトリグリセリド分解反応；加水分解反
応の後の縮合反応；水素化処理反応；水素化処理反応と脱酸素反応、又は水素化処理反応
の前若しくは水素化処理反応と同時の縮合反応；ガス除去反応；水素化分解反応、水素化
、水素化－水素化分解の連続反応、水素化分解－水素化の連続反応及び水素化－水素化分
解反応の組み合わせからなる群から選択される脱酸素反応；脱酸素反応の後の縮合反応；
エステル化反応；インターエステル化反応；トランスエステル化反応；ヒドロキシル化反
応；及びヒドロキシル化反応の後の縮合反応；
からなる群から選択される少なくとも１つの化学反応を施すこと；及び
　　ｂ．他の組成物から前記反応物を分離すること
が工程として含まれる、製造方法。
（項目６５）
　前記の油を基本とする産物が、石鹸、燃料、電解液、作動油、可塑剤、潤滑剤、伝熱流
体、及び金属作動流体からなる群から選択される、項目６４に記載の方法。
（項目６６）
　前記の油を基本とする産物が、
　　ａ．バイオディーゼル
　　ｂ．再生可能ディーゼル、及び
　　ｃ．ジェット燃料
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からなる群から選択される燃料製品である、項目６５に記載の方法。
（項目６７）
　前記の燃料製品が、
以下の１つ又はそれ以上の性質、すなわち、
　ｉ．総カロテノイドが、０．３ｍｃｇ／ｇ未満；
　ｉｉ．リコピンが０．００５ｍｃｇ／ｇ未満；
　ｉｉｉ．β－カロテンが、０．００５ｍｃｇ／ｇ未満；
　ｉｖ．クロロフィルＡが、０．３ｍｃｇ／ｇ未満；
　ｖ．γトコフェロールが、１７５ｍｃｇ／ｇ未満；
　ｖｉ．ブラシカステロール、カンペステロール、スチグマステロール、またはβ－シト
ステロールが、０．２５％未満；
　ｖｉｉ．トコトリエノールが、３５０ｍｃｇ／ｇ未満；
　ｖｉｉｉ．ルテインが、０．０５ｍｃｇ／ｇ未満；若しくは
　ｉｘ．トコフェロールが、２７５ｍｃｇ／ｇ未満；
のうち１つ又はそれ以上の性質を有するバイオディーゼルである、項目６６に記載の方法
。
（項目６８）
　前記燃料製品が、少なくとも、２０℃、４０℃、又は６０℃のＴ１０からＴ９０を有す
る再生可能ディーゼルである、項目６６に記載の方法。
（項目６９）
　前記燃料製品が、ＨＲＪ－５及び／又はＡＳＴＭ規格Ｄ１６５５を満たすジェット燃料
である、項目６６に記載の方法。
　本発明は、異なる脂質プロフィールを有する油産生微生物細胞、好ましくは微細藻類細
胞を提供し、脂肪族アシル－ＡＣＰチオエステラーゼのようなタンパク質をコードする外
来遺伝子を発現する組み換え細胞を含む。また本発明は、このような細胞からバイオディ
ーゼル、再生可能なディーゼル及びジェット燃料のような燃料を含めた脂質及び油脂系製
品を製造する方法も提供する。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４３３】
　本発明について上に詳細に説明し、以下の実施例で例示するが、これらは説明のために
与えられたものであり、特許請求の範囲に書かれた発明を限定するために与えられている
のではない。
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